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要   旨：   栄養疫学で、伝統的な取り組みは単一の栄養素または食品項目を評価した。 

現在、食事パターンに関心が高まっている。 

食事全体を取り上げる食事パターンの研究は、必要で補完的な方法を意味する。 

事前に定義されたパターンの間で、とても美味しい伝統的な地中海食事は、  

癌の食事予防で最初選ぶものとして多くの選択肢を有する。 

しかし、最も多い癌を予防するその能力に関する正当な疫学的証拠は乏しい。 

大規模でよく計画されたコホート研究と併用して、単に抗酸化物を栄養補給す

るのではなく、食事全体の取組みを用いるランダム化試験が地中海諸国で必要で

ある。 
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